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我が国の社会資本は、戦後の高度経済成長期を中心に、着実且つ急速に整備されてきま

したが、今後は、高齢化した社会資本の割合が急速に増加するという課題に直面することに

なります。これら社会資本のうち、とりわけ橋梁の高齢化に対する対処は避けて通れないも

のとなっています。著しい経済成長が見込まれない現在、次世代への負担を尐しでも軽減す

るとともに、今後においても継続的に社会資本による安全性、利便性を供給出来るよう、戦

略的な維持管理手法として、予防保全的な維持管理に転換し、費用の縮減を図る必要があ

ります。 

長柄町の管理する橋梁は小規模なものを含めて全部で 59 橋ありますが、このうち橋長

15m 以上の橋梁は 10 橋あります。これらのうち高齢橋の目安となる建設後 50 年を経過した

橋梁は、現時点では 2％を占めていますが、20 年後には 56％と急速に高齢橋が増大し、財

政を圧迫することや費用不足により対応しきれない、といった懸念が生じることが予想される

ため、橋梁長寿命化修繕計画は必須のものとなります。 

    

 

  

  ■橋梁の建設後の経過年数（橋長 2ｍ以上の 59 橋が長寿命化修繕計画対象となります。） 

 

 

 

 ■建設後 50 年を越える橋梁数の推移（2m 以上の対象橋梁全 59 橋） 

 

 

 

 

高齢化橋梁 2% 

（H25 年 3 月現在） 

 



 

                                                                                  

 

 

                                                                                      

 

                                                                                                                            

 

 

長寿命化修繕計画対象橋梁一覧表 



 

 

  

橋梁の損傷が進行してから対症療法的に補修を実施する従来の維持管理から、劣化の

進行を予測し、損傷が深刻化する前に修繕を行う予防保全型の維持管理に転換し、延命化

を図ることで安全性の確保と修繕費用の縮減を図ります。 

    

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿命化修繕計画では、原則として 5 年毎の定期点検を実施し、新たな劣化の調査と修

繕効果の検証に基づき修繕計画をたて、修繕を実施するというＰＤＣＡサイクルによる「予防

保全型の維持管理」を実施します。 

 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防保全型の修繕計画への転換 

ＰＤＣＡサイクル 

 



  

長寿命化修繕計画策定の対象橋梁となる 59 橋の点検結果を総括すると下表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁諸元・点検結果総括表 

 

 



 

H21簡易点検　点検結果一覧表（ボックスカルバート）

（m）
3 1003 中橋 大字味庄字中橋216 4.10 1 1 1 4 1 1 2
6 1006 石上下橋 大字力丸字石上下879-1 3.40 1 1 1 4 1 1 2
7 1009 中島橋 大字千代丸字中島250-1 3.48 1 1 1 2 3
8 1010 イゴガ谷橋 大字千代丸字坊谷265 2.94 1 1 4 1 2
9 1013 長平橋 大字国府里字染谷696-2 3.48 1 1 1 0 1 1 1

11 1015 新道橋 味庄字新道59番地先 2.10 1 1 1 1 1 1
12 1016 溝坂橋 大字千代丸字溝坂384 2.96 1 1 1 1 1
13 1017 中島2号橋 大字千代丸字中島250-1 2.94 1 1 1 2 2
14 1018 五反田橋 大字山根字五反田2114番地先 2.10 1 1 1 1
15 1019 下倉沢橋 大字長柄山字下倉沢1181番地先 4.20 1 1 1 1 1
16 2001 深田１号橋 大字桜谷字深田676 2.12 1 1 1 1
17 2002 深田２号橋 大字桜谷字深田670 2.12 1 1 1 1
19 2004 深田３号橋 大字桜谷字四反目646-9 2.12 5 1 1 1 1
24 2009 都谷橋 大字鴇谷字万作571 4.72 1 1 12 1 2
29 2019 針東橋 大字針ヶ谷字町田1157 2.55 1 1 1 1 1 1
31 2022 下谷橋 大字桜谷字下谷776-1番地先 2.24 1 1 1 1
32 2023 新前田橋 大字針ヶ谷字久増1815番地先 2.54 1 1 1 1 1
33 2024 山王橋 大字針ヶ谷字山王前1173-1番地先 2.14 1 1 1 1 1 1
34 2025 新新田橋 大字針ヶ谷久増805番地先 2.55 1 1 1 1 1
35 2026 一千町橋 大字鴇谷字一千町361 2.13 1 1 1 1 1 1
40 3005 扇田１号橋 大字大庭字扇田188-1 3.82 1 1 1 4 6 5 3
41 3006 扇田２号橋 大字大庭字扇田188-1 3.40 1 1 1 4 6 5 3
44 3011 田代橋 大字田代字久称下139-1 2.94 1 1 1 1 1 1 1
48 3015 久弥橋 大字田代字久称下131-1 3.30 1 1 1 1 1 1 2
49 3018 倉山橋 大字刑部字宿753-2 3.58 1 1 1 6 1 2
50 3019 長森橋 大字刑部字中郷868 2.36 1 1 1 1 1 1
51 3020 難波橋 大字長柄山字ナンバ957-2 3.53 1 1 1 2 6 1 2
52 3021 関戸橋 大字刑部字関戸2034-1 2.40 1 1 1 1 1 1
53 3022 篠網橋 大字刑部字殿辺田2077 5.46 1 1 1 1 1 1 1
54 3025 稲塚橋 大字刑部字宿743-1 3.63 1 1 4 9 1 3

橋 面 　1 正常　2 ひびわれ　3 轍掘れ　4 滞水　5 表面劣化  6 路面の凹凸  1  BＯＸ・アーチ・ラーメン構造でひびわれ・鉄筋露出の無い橋梁。

親 柱 　1 正常　2 傾斜　3 防食機能の劣化　4 腐食　5 ひびわれ　6 鉄筋露出  7 コンクリート剥落  2  点検部分が正常な橋梁。

高 欄 　1 正常　2 通りが悪い　3 防食機能の劣化　4 腐食　5 ひびわれ　6 鉄筋露出  7 コンクリート剥落  1  主桁・床版・橋台・橋脚が正常で橋面防水・橋面舗装・高欄・伸縮継手の取替え･

地 覆 　1 正常　2 通りが悪い　3 防食機能の劣化　4 腐食　5 ひびわれ　6 鉄筋露出  7 コンクリート剥落      再塗装により使用可能な橋梁。

  1 正常　2 段差・遊間異常（アバットと舗装の段差を含む）　3 コンクリートひびわれ  4 腐食　5 変形割れ　6 ゴム飛出し　7 土砂詰り　  2  伸縮継手・排水装置･支承が清掃で機能維持出来る橋梁。

　8 橋面舗装で覆れている  3  橋台･橋脚･取付護岸で縦方向の小さいひびわれのある橋梁。

排 水 装 置   1 正常　2 変形割れ　3 土砂詰り　4 橋面舗装で覆れている  5 腐食　6 断面欠損  1  主桁・床版に幅0．1mm未満程度のひびわれがある橋梁。

主 桁   1 正常　2　ひびわれ　3 防食機能の劣化　4 腐食　5 鉄筋露出　6 剥落　7 剥離分離  8 断面欠損  9 遊離石灰滲出　10 錆汁　11 調査困難   2  主桁･床版などで錆の著しい橋梁。

床 版   1 正常　2 ひびわれ　3腐食　4 鉄筋露出　5 剥離　6 剥離劣化　7 剥落  8 遊離石灰滲出  9 床版から漏水　10 断面欠損　11 錆汁　12 調査困難  3  橋台･橋脚・取付護岸で横方向の小さいひびわれ・縦方向の大きいひびわれ・

支 承   1 正常　2 腐食　3 変形割れ　4 沓座モルタル割れ　5 土砂詰り　6 調査困難      傾斜・沈下･移動の恐れのある橋梁。　

  1 正常　2 縦ひびわれ　3 横ひびわれ　4 剥離　5 剥落　6 鉄筋露出　7 傾斜  8 沈下　9 錆汁  10 移動　11 桁受部ひびわれ　  4  橋台・橋脚の剥離のある橋梁。

  12 沓座部の汚れ(水、草、苔）　13 遊離石灰滲出　14 洗堀  15 調査困難  1  主桁・床版にひびわれ・鉄筋露出・断面剥離･錆による欠損・断面剥離のある橋梁｡

  1 正常　2 縦ひびわれ　3 横ひびわれ　4 剥離　5 剥落　6 鉄筋露出　7 傾斜  8 沈下　9 錆汁  10 移動　11 桁受部ひびわれ　  2  橋台・橋脚・取付護岸に沈下・移動・傾斜・横方向の大きいひびわれ・鉄筋露出・

  12 沓座部の汚れ(水、草、苔）　13 遊離石灰滲出　14 洗堀　15 調査困難      断面剥離のある橋梁。

取 付 護 岸   1 正常　2 傾斜　3 沈下　4 移動　5 縦ひびわれ　6 横ひびわれ  7 洗堀　8 調査困難  3  橋台・橋脚・取付護岸が異常洗堀されている橋梁。

照 明 灯   1 正常　2 腐食　3 汚れ  4  車両通行時の振動が大きく異常音のする橋梁｡

振 動 等   1 異常振動（1 無　2 小さい　3 大きい）　2 異常音（1 無　2 小さい　3 大きい）  1  桁下の余裕高のない橋梁。

補 修 歴   1 橋面舗装　2 親柱  3 高欄　4 地覆　5 伸縮継手　6 排水装置　7 主桁  8 床版  9 支承  10 橋台　11 橋脚　12 取付護岸　13 照明灯　14 その他  2  水深が深い橋梁。
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異　常　項　目　の　概　数

接続部：芝
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ハンチクラ ック多

5．点検不可能

4．専門家による判断

　　の必要な橋梁

総　合　評　価

3．調査・観測の必要

　　な橋梁

1．現状で使用可能
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評  価  の  内  容
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2．小補修・清掃で

　　使用可能な橋梁

橋 台
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長寿命化修繕計画を策定する 59 橋について、今後 50 年間の事業費を比較すると、従来の

対症療法型が約 29 億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が約 7 億円とな

り、コスト縮減効果はおおむね 22 億円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 橋梁グループ分け   

具体的な管理シナリオを次ページの表に示すグループに分けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防保全型管理の設定シナリオ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■毎年度の管理費負担 

毎年度の維持管理費は概ね 1000～4000 万円程度と想定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 ◎意見聴取した専門知識を有する学識経験者 

   国立木更津工業高等専門学校 環境都市工学科 橋構造 佐藤恒明教授 

 

                              

【検討会の会議風景】 

 

 

 

  【検討会出席者】 

  ◎佐藤教授 

                         ◎長柄町地域整備班 

                                                  池上課長 

 白井班長 

河野主査 

   貝塚主事 

  佐々木主事補 

   

 ◎和合建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 

 豊島 

 筒井 

 

 

■佐藤教授に意見聴取した内容 

  １．橋梁の健全度データの分析方法 

 ２．劣化予測による将来の健全度の推定 

 ３．コストを最小化するための橋梁の対策内容 

 ４．点検時期および対策時期 

 ５．長寿命化計画の効果を示す指標（コスト縮減、健全度に関する指導等） 

 

  

                                  

 

 

長寿命化修繕計画策定部署及び問合わせ先 

長柄町役場 事業課 地域整備班 

〒297-0298 千葉県長生郡長柄町桜谷 712 番地 

  TEL ０４７５（３５）２１１４（直通） 

  FAX ０４７５（３５）４７４３ 

 

 

 


